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れない. 一方, 19世紀から 20世紀にかけ
て気温の上昇と周期的な降水量変動が見


































（Biscaye, et al.: 1997）. 図-4は北米ローガ
ン山氷河の Snow pitによる Fe, Al, Ca成分
の深さ分布である. Snow pitの断面観測に
よると, 褐色の汚れ層が 0.02-0.35 m と








例である. Na, Mg, Al、Si, K, Ca, Feが含ま





























えば, Keeling, 1973; Boden et al., 1990; Fujii 





















そうである. また, Kawamura等（1996）; 河
村（2002）はグリーンランド・Site Jコア
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図-1． カムチャッカコアによる過去 170年間の年涵養量と酸素 


















































図-5. 中国・西崑崙コア 20 m深さ付近の固体微粒子（dust）の電子 
 顕微鏡写真と EDS分析結果 
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